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議第４２号 

 

令和６年度村上市上水道事業会計補正予算（第２号） 

 

 

 （総   則） 

第１条 令和６年度村上市の上水道事業会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （収益的収入及び支出） 

第２条 令和６年度村上市上水道事業会計予算（以下｢予算｣という。）第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正する。 

 

 （科   目）      （既決予定額）     （補正予定額）       （計） 

収   入 

 第１款 水道事業収益  １，１７６，０３８千円      ３９千円  １，１７６，０７７千円 

  第２項 営業外収益    １４２，２２７千円      ３９千円    １４２，２６６千円 

支 出      

 第１款 水道事業費用  １，１２２，３９３千円  ３０，２４９千円  １，１５２，６４２千円 

  第１項 営業費用   １，０５３，０９１千円   ５，２５０千円  １，０５８，３４１千円 

第２項 営業外費用     ６６，００１千円  ２４，９９９千円     ９１，０００千円 

 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第３条 予算第８条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費「（１）職員給与費 

１１１，８６４千円」を「（１）職員給与費１１２，１１４千円」に改め補正する。 

 

                令和 ７年 ２月２５日  提 出 

                       村 上 市 長  高 橋 邦 芳 

 

                令和 ７年  月  日  議 決 

                       村上市議会議長  三 田 敏 秋 







( )

( )

( )

※（　）内は、再任用短時間勤務職員及びパートタイム会計年度任用職員（外書き）

給　与　費　明　細　書

5,656

比　　較 0 0

区　分

管 理 職 員 特 別
勤 務 手 当

退職手当負担金

補 正 前 10,307

補 正 後 10,307

　　　　　(千円)

5,656

賞 与 引 当 金
繰 入 額

　　　　　(千円) 　　　　　(千円)

1,673 628

比　　較 0 250 0

区　分
寒 冷 地 手 当 通 勤 手 当

補 正 前 1,201

補 正 後 1,201

　　　　　(千円)

1,923 628

時間外勤務手当 住 居 手 当 特 殊 勤 務 手 当

　　　　　(千円) 　　　　　(千円) 　　　　　(千円) 　　　　　(千円)

比　　較 0 0 0 0 0

7,499 165

補 正 前 456 1,260 8,968 7,499 165

勤 勉 手 当 児 童 手 当

　　　　　(千円) 　　　　　(千円) 　　　　　(千円) 　　　　　(千円) 　　　　　(千円)

0

職
 
員
 
手
 
当
 
の
 
内
 
訳

区　分
扶 養 手 当 管 理 職 手 当 期 末 手 当

補 正 後 456 1,260 8,968

111,864
13

比　　　　　較
0

0 0 250 250 0 250

16,800 112,114
13

補　　正　　前
2

3,014 54,237 37,813 95,064 16,800

補　　正　　後
2

3,014 54,237 38,063 95,314

職員手当 計
　　　(千円) 　　　　(千円)

　　　(千円)　　　(千円)　　　(千円)　　　(千円)

１　一　般　職

(１)総　　括

区　　分
職 員 数

給　　　与　　　費

共 済 費 合　　計
　　(人)

報酬 給料

 6



(２)給料及び職員手当の増減額の明細

異動増

0

250

職
　
員
　
手
　
当

0

0

退職に伴う減

昇給に伴う増 0

昇格に伴う増

その他の増減

給与改定に伴う増減

異動に伴う増

異動に伴う減

採用に伴う増

0

0

0

退職者

0

0

制度改正に伴う
増減分

0

0

その他の増減分

0

異動に伴う増

250その他の増減分

人

0

0

人

人

採用者 人

昇格に伴う増 0

0

0

異動に伴う減

採用に伴う増

備　　考

0

0

0

増 減 事 由 別 内 訳

　　　　　　　　　　(千円)

給与改定に伴う
増減分

昇給に伴う増加分

0

250

異動減その他の増減

期末手当増 0

勤勉手当増 0

区分
増 減 額

　　(千円)
説　　　　　　　　明

給
　
　
　
　
　
料

退職に伴う減

0
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注記 

 

Ⅰ．重要な会計方針 

 １ 固定資産の減価償却の方法 

  (1) 有形固定資産 

    ・減価償却の方法    定額法による。 

     ・主な耐用年数 

      建物        15 年～50 年 

      構築物       10 年～60 年 

      機械及び装置     8 年～15 年 

      車両運搬具      4 年～ 5 年 

      工具、器具及び備品  5 年～10 年 

  (2) 無形固定資産 

    ・減価償却の方法    定額法による。 

     ・主な耐用年数 

      ソフトウエア     5 年 

  (3) リース資産 

    ・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

     リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。 

 

２ 引当金の計上方法 

  (1) 退職給付引当金 

    職員の退職手当は、上水道事業が毎期支出する退職手当組合に対する

普通負担金及び追加負担のうちの事前納付金を除き、一般会計がその全

部を負担することとなっているため、退職給付引当金は計上していない。 

  (2) 賞与引当金及び法定福利費引当金 

    職員の期末・勤勉手当及びそれに係る法定福利費の支給に備えるため、

当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額（12 月

から 3 月までの 4 か月分）を計上している。 

  (3) 貸倒引当金 

    債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等による回収不

能見込額を計上している。 

 

 ３ 消費税等の会計処理 

   消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜き方式によっている。 



9 

 

Ⅱ．リース契約により使用する固定資産に関する注記 

 １ リース取引の処理方法 

   リース料総額が 300 万円以上のファイナンス・リース取引については、

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っている。 

   リース料総額が 300 万円未満のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている。 

 

Ⅲ．予定貸借対照表等関連 

 １ 企業債の償還に係る他会計の負担 

   貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して

１年以内のものも含む。）のうち、一般会計が負担すると見込まれる額は、

187,915 千円である。 

 

Ⅳ．その他の注記 

  新会計基準移行に係る経過措置 

 (1) みなし償却制度の廃止に伴う経過措置 

    平成２６年３月３１日において、償却資産の取得又は改良に充てるた

めの補助金等で現に資本剰余金として整理している額については、平成

２６年３月３１日以前に取得又は改良した資産で、取得又は改良した資

産と補助金等との対応関係を個別的に把握できる資産を除いたすべての

資産（ただし、補助金等を充てずに取得又は改良したことが明らかな資

産は除く。）を対象とした按分等の方法を用いて合理的に整理している。 

 

 



（単位：千円）

１

(１)給 水 収 益 862,840

(２)受 託 工 事 収 益 15,091

(３)その他営業収益 62,556 940,487

２

(１)原水及び浄水費 167,833

(２)配水及び給水費 126,443

(３)受 託 工 事 費 15,091

(４)総 係 費 118,354

(５)減 価 償 却 費 584,034

(６)資 産 減 耗 費 15,000

(７)その他営業費用 104 1,026,859

86,372

３

(１)受取利息及び配当金 1

(２)他 会 計 補 助 金 2,004

(３)長期前受金戻入 139,715

(４)雑 収 益 499 142,219

４

(１)
支払利息及び企業
債取扱諸費 66,000

(２)雑 支 出 66,000 76,219

10,153

５ 56 56

６ 273 273 △ 217

10,370

27,282

0

16,912

その他未処分利益剰余金変動額

営 業 損 失

営 業 外 収 益

営 業 費 用

当年度未処分利益剰余金

営 業 外 費 用

経 常 損 失

特 別 利 益

特 別 損 失

令和６年度　村上市上水道事業補正予算予定損益計算書
(令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

当 年 度 純 損 失

前年度繰越利益剰余金

営 業 収 益
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（１）業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純損失 △ 10,370

減価償却費 584,034

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

引当金の増減額（△は減少） △ 1,079

長期前受金戻入額 △ 139,715

受取利息及び配当金 △ 1

支払利息 66,000

固定資産除却費 15,000

固定資産売却損益（△は益） △ 1

未収金の増減額（△は増加） △ 39,237

未払金の増減額（△は減少） △ 12,024

たな卸資産の増減額（△は増加） △ 1,329

前受金の増減額（△は減少） △ 3

その他流動資産の増減額（△は増加） 0

その他流動負債の増減額（△は減少） △ 80,483

小計 380,792

利息及び配当金の受取額 1

利息の支払額 △ 66,000

業務活動によるキャッシュ・フロー 314,793

（２）投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △ 746,472

固定資産の売却による収入 2

国庫補助金等による収入 75,253

負担金等による収入 215,942

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 455,275

（３）財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良等の財源に充てるための企業債による収入 483,900

18,256

財務活動によるキャッシュ・フロー 85,663

資金増加額（又は減少額） △ 54,819

資金期首残高 685,477

資金期末残高 630,658

一般会計からの出資による収入

（単位：千円）

令和６年度 村上市上水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書（間接法）

(令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで）

建設改良等の財源に充てるための企業債の
償還による支出

△ 416,493
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